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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学生にとって重要なEAPジャンルを対象に、言語的特徴と修辞構造に
焦点をあてた横断的分析を行い、その結果に基づいて体系的に英語ライティングを学ぶためのタスクを開発し
た。また、分析結果を用いてジャンル間の共通性に注目したジャンルの理論的枠組みを提案した。日本のEAP教
育の文脈を考慮したEAPライティング能力指標やルーブリックも検討し、タスクと合わせてライティング指導に
応用できるようにした。

研究成果の概要（英文）：In the present research, we conducted a cross analysis of EAP writing 
genres, using EAP genres that are important for college students, with a focus on linguistic 
features and rhetorical structures. Based on the results of the analysis, we developed systematic 
tasks for learning English academic writing. The results of the analysis were also used to propose a
 theoretical framework of genres, focusing on their commonalities. Taking into account the context 
of EAP education in Japan, we also developed and proposed EAP writing competency descriptors and 
rubrics for writing instruction to complement the tasks.

研究分野： 英語教育
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大学生の幅広い英語学習のニーズを考慮すると、多様なジャンルに対応が可能な、体系的で効率的な EAPライテ
ィング教育が必要である。本研究は、複数のEAPジャンル間に共通する言語的・修辞的特徴を明らかにし、開発
されたタスクを通して大学英語教育に貢献するものである。また、研究結果に基づき、各ジャンルを理論的にも
有機的につなげる枠組みを提案していることから、学術的に高い意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
大学の英語ライティング教育では、ジャンルに基づくアプローチが注目されている。とりわけ、
EAP（English for Academic Purposes：学術目的の英語）に関連するジャンル（以下 EAP ジャン
ル）の研究が行われ、教育に応用されている。EAP のライティングにかかわるジャンルとして、
発表要旨、書評、研究計画書、修士論文、学術論文などが挙げられる。重要度と難易度の観点か
ら、学術論文については数多くの研究や指導がなされてきた。一方で、各ジャンルは専門分野と
密接に関連して独立した特徴を持つとされ、ライティング指導においては、個別に扱われること
が多い。学生の将来のニーズを考慮すると、多様なジャンルに対応が可能な、体系的で効率的な 
EAP ライティング教育が有益である。 
EAP を含む特定目的の英語（English for Specific Purposes：ESP）研究の中核をなす「ジャ

ンル」には、それぞれ明確な境界線は存在しておらず、言語的特徴についても、特定ジャンルの
みに特有とは言えない。近年注目されている EAP ライティング指導においては、ジャンルおよび
専門分野の特殊性（specificity）が重要であるとされている（e.g. Hyland, 2002）が、実際に
は各ジャンルについて授業を展開できる環境は限られている。また、ジャンル自体が変化に富み、
単一分野内でも多様な言語使用が見られる場合も多い。ジャンルのみならず、「分野」の境界線
も明確でない場合も散見する。こうした背景を踏まえると、特定ジャンルの特定分野での特徴を
見極めることも重要ではあるが、ジャンル間で共通している部分を解明することが、幅広い学生
を対象とした EAP ライティング教育には有用であると考える。先行研究の中には、複数のジャン
ルが互いに関係し合っているというジャンル・システムの枠組みを用いた研究があり、ジャンル
のハイブリッド性も指摘されている。例えば Bazerman（1994）は、特許申請プロセスのジャン
ル・システムを検討し、各ジャンルの関連性を示している。関連するジャンルと専門分野につい
ての実証研究も数少ないが存在するが、これらの先行研究では、限定されたジャンルと分野に焦
点をあてた考察になっている。EAP ライティング教育といった大局的な観点からの分析を行い、
EAP ジャンル間で共通する言語的・修辞的特徴に基づくタスク開発が求められている。 
 
２．研究の目的 
(1) 包括的なジャンル分析 
本研究のジャンル分析では、主に従来の分析方法（e.g. Maswana et al., 2015）を採用するが、
幅広い観点からの包括的なアプローチをとる。具体的には、語彙やヘッジといった言語的側面と、
ムーブという修辞単位を用いた構造面双方からの分析に加え、ジャンルおよび専門分野の横断
的分析を行う。理系・文系といったすでに確立された分野区分を基本としつつも、近年需要が高
まっている学際的分野のテクストも分析対象とする。分野の違いを考慮しながらも、EAP ジャン
ル間に存在する連続性に注目して幅広いジャンルを横断的に EAP 教育で扱うことにより、ジャ
ンルへの意識が高まることが期待できる。 
 
(2) 体系的なライティング教育に向けてのタスク開発 
大学の英語ライティング教育では、多くの場合パラグラフ・ライティングやエッセイ・ライティ
ングが指導されている。これらも一つの EAP ジャンルと捉えることができる。効果的に EAP ライ
ティングを学ぶためには、個々の EAP ジャンルを独立したものとして個別に扱うのではなく、共
通概念を持つものとして統合することにより、効率的に異なるジャンルに対応できる能力を身
に着けることができると考える。本研究での結果を用いて、複数のジャンルに共通する特徴を優
先的に学習し、周辺的な特徴は選択的に学ぶといった、学習順序と内容を示し、それに対応した
タスクを提案する。 
 
(3) ジャンル概念の再検討 
ジャンルの概念の説明を試みた研究は多くあるが、ジャンルの定義自体が難しく、ジャンルやそ
こでの言語使用は常に進化し流動的であるともいわれている。本研究は、日本の大学英語教育と
いう文脈において、EAP ジャンルの重なりを検討する。EAP の下位概念である EGAP（English for 
General Academic Purposes：一般学術目的の英語）と ESAP（English for Specific Academic 
Purposes：特定学術目的の英語）という枠組みを用いて、EAP ジャンルを位置づけ、教育内容や
方法において各ジャンルを有機的につなげるモデルを提案する。 
 
３．研究の方法 
はじめに、EAP ジャンル特定のために、先行研究の整理と並行して、専門家に対する聞き取り調
査を行い、大学生が必要とするジャンルやニーズを分析し、各分野でのジャンルに関する慣習や
文化について検討した。調査結果に基づき、EAP ジャンルテクストを収集して EAP ジャンルコー
パスを構築した。コーパスの規模は、研究代表者が実際にテクストを読み、修辞構造や表現の使
用を確認できる数とした。以前の研究で扱った分野（経済学、医学、工学）および社会科学系の
学際分野を対象とした。次に、ジャンル分析について、先行研究を参照して言語的側面と修辞的



側面から項目を作成し、予備分析を行った。予備調査の結果に基づきジャンル分析の項目作成を
完了し、収集したすべてのジャンルテクストに対して対象分野の専門家の助言を適宜仰ぎなが
ら分析を行った。抽出された分析結果に対して、ジャンル間のみならず、分野間での類似点と相
違点からの考察を加えた。また、EAP ジャンルの共通項をより明確にするために、EGP テクスト
との比較分析を試みた。 
ジャンル分析結果をモデル化および可視化し、分かりやすい形での提示を検討した。最後に、

日本の EAP 教育の環境について考察し、どのような内容をどの順序で学習すべきかといった教
育的示唆を導出し、それらの内容を習得するためのタスクを提案した。 
 
４．研究成果 
分析対象となる EAP ジャンルをエッセイ・発表要旨・論文・論文要旨とした。EAP ジャンルと

して学術論文と発表要旨のみならず、EAP ジャンルの入り口とも考えられる大学のエッセイ（学
生の授業課題エッセイおよび教科書のモデルエッセイ）、そして近年比較的多く採用されている
日本語修士論文の英文要旨についても分析対象に含めた。それらのテクストを収集して EAP ジ
ャンルコーパスを構築した。分野については、以前研究代表者が扱った分野に応用言語学と天体
物理学を加え、分析項目には研究の位置づけや意義といった、EAP ジャンルで重要とされる修辞
目的を加えて関係する表現を抽出した。 
分野では特に ICT 分野を取り上げ、当該分野の学術論文において執筆が困難とされるディス

カッションセクションについて、以前使用した枠組みとは異なるディスカッションに特化した
Peacock（2002）のムーブモデルを参照した。その結果、中心となるムーブのパターンが抽出さ
れ、社会的示唆に言及するムーブが必須であることが明らかになったものの、当該モデルが応用
できない論文も存在した。分析結果について ICT 分野の専門家に聞き取りを行い、学際分野の修
辞構造についてさらなる考察を加えた。 
ジャンル分析および専門家への調査から、修辞構造や表現の分析に加えて、近年顕著にみられ

る論文での略語使用についての分析が必要であると判断した。略語使用の目的と略語の生成方
法の観点から、コーパスに収められた論文を分析し、分野間での相違を明らかにした。具体的に
は、天体物理学、応用言語学、医学の論文の略語使用について、それぞれの分野の特性を反映し
た略語の生成方法や、使用頻度および使用箇所を含む論文での使用慣習が明らかになり、アカデ
ミックライティング指導に示唆を与えるものであった。 
EAP ジャンルの共通項をより明確にするため、EGP ライティングのテクストとして高校生の自

由英作文を比較分析に用いた。EGP と EAP ジャンルの比較においては、修辞構造や語彙だけでな
く、人称代名詞、ヘッジ、文献資料の使い方なども分析項目に含めた。顕著に違いが見られた修
辞構造や人称代名詞などに注意し、さらに現在高校と大学で使用されているライティング教材
の調査を行った上で、ジャンル間の円滑な移行を意識したアカデミックライティングのタスク
を含む教科書を作成した。当該ライティング教材について、英語教員からのフィードバックを受
けて効果の検証を行った。 
また、タスク開発において EAP ジャンルのライティング指標が必要となり、指標プロトタイプ

を開発した。対象ジャンルは、論文や学会発表に含まれる要旨とし、既存の Can-do 記述文とラ
イティング指標、そして当該ジャンルの先行研究から関連項目を抽出後、EAP 教員への聞き取り
調査を行った。その結果、一般英語（EGP）の知識と技能、一般学術英語（EGAP）の知識と技能、
ジャンルの知識、専門分野の慣習、という４つのカテゴリーからなるディスクリプターを作成し
た。さらに、EAP 教員に必要なスキルや支援資料についての研究を参照し、文脈を考慮した EAP
ライティングタスクの検討を行った。ライティング指標に基づいたルーブリックを作成し、特に
同一ジャンル内での段階性に焦点をあてて、ルーブリックを用いたタスク開発を提示した。EAP
ジャンルライティングに特有のムーブ知識、専門分野における研究の位置づけや批判的思考能
力などから成る複合的な、学生が習得すべきコンピテンシー項目を可視化した。 
以上の結果をまとめ、EAP ジャンルの理論モデル構築を目指して、システムアプローチを援用

しながら EAP ジャンルテクストの機能・修辞・語彙的特徴にみられるジャンルの連続性に焦点を
あてたモデルを提案した。 
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